
 
7 月 25 日（木） 

あそびを生み出す力 

①言葉だけでなく文字で思いを伝えたい！ 
 今、そんな気持ちが 
湧き上がってきている子も、ちらほら。 
「あいうえおの本」を見ながら 
ことばあそびをしたり 
ひらがなを書いてみたり。 

②今、ホールの絵本コーナー「風の子文庫」は 
 毎日少しづつ「おばけやしき」仕様に 
 変わってきているのです。 
 「ば」の文字の反転は、興味を持って書き 
 文字の難しさ、そして面白さを感じて学んで
いく過程で必要な事。 

③おばけやしき内は細部にまで 
そらぐみのこどもたちの美意識が 

 詰まっていますよ～☻ 
 素敵なこのセンス 
 ずっと大切にしたいと感じた私です♡ 
                by.chie 

① 今朝みんなで楽しんだ 
「はじめてであう 

すうがくの絵本」 
難しそうに感じますが、 
図形や集合、順序数など 
図解で分かりやすく、そしてその面白さに 
引き込まれていきます。 
 

②その絵本を読みすすめていくと 
「おおきい」「ちいさい」という 
キーワードが出てきました。 
早速、一升ますと一合ますを使って 
大きさ比べ→容量比べしてみよう！ 

③「くらべてかんがえる」は 
 算数や数学の基本的な考え方。 
 今回の一升＝10 合の実験も 
 身の回りのものを知的に自分の内的世界に
取り入れていくことができるきっかけと 
なるのではないでしょうか？ 

  
  

今、そらぐみのこどもたちが興味を持って手に取る絵本があります。 

安野光雅さんの絵本からは「さあ、きみならどう考える？」 

という、メッセージが伝わってくる気がするのです。 


